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町制65周年記念植樹を行いました町制65周年記念植樹を行いました
町制が施行され65周年。6月29日に平和の丘公園で記町制が施行され65周年。6月29日に平和の丘公園で記
念植樹を行いました。新型コロナウイルス感染症の影念植樹を行いました。新型コロナウイルス感染症の影
響で関係者のみの植樹となりましたが、町の更なる発響で関係者のみの植樹となりましたが、町の更なる発
展を祈り植樹をしました。展を祈り植樹をしました。

自然と湯ったり…やまのうち自然と湯ったり…やまのうち

■第５次町総合計画基本理念■■第５次町総合計画基本理念■
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温もりのある郷土温もりのある郷土

今月の記事
■ 広報やまのうち■ 広報やまのうち

町長対談
地域防災計画改訂
心肺蘇生方法について
後期高齢者保険証発送
第6次総合計画について
ほか
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ザ
ー
っ
て
こ
の
辺
り
で
は
た
く
さ

ん
い
ら
る
ん
か
ぇ
。

山
口　

具
体
的
な
人
数
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
北
信
地
域
振
興
局
管

内
で
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
山
ノ
内
町
か
ら
2
人
も

委
嘱
さ
れ
て
い
る
の
は
、
山
ノ
内

町
が
防
災
に
力
を
入
れ
て
い
る
証

拠
な
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。

町
長　

山
口
さ
ん
は
初
め
て
だ
け

ど
意
気
込
み
と
か
は
。

山
口　

初
め
て
で
不
安
で
す
が
、

昨
年
の
台
風
19
号
の
よ
う
な
災
害

が
発
生
し
た
時
に
備
え
て
、
よ
り

一
層
地
域
の
防
災
力
向
上
に
向
け

て
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

塚
田
さ
ん
も
改
め
て
意
気

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

塚
田　

こ
れ
で
７
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
町
の
防
災
訓
練
へ
の
支
援

や
自
主
防
災
の
育
成
・
強
化
等
に

努
力
し
、
防
災
を
常
に
意
識
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

消
防
経
験
が
長
い
2
人
だ

か
ら
、
消
防
の
先
輩
と
し
て
長
年

の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
地
域

の
防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
や
観
光
客
の
皆
さ
ま
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し

い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

竹節町長の
対談コーナー

第149回

６
月
30
日
、
地
域
ご
と
の
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
、
そ

の
活
動
の
活
性
化
に
必
要
な
支

援
を
行
う「
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
あ

り
、
引
き
続
き
就
任
し
た
塚つ

か
だ田

一か
ず
お男

さ
ん
と
新
た
に
就
任
し
た

山や
ま
ぐ
ち口

安や
す
ひ
ろ廣

さ
ん
か
ら
意
気
込
み

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

町
長　

塚
田
さ
ん
は
３
期
目
で

山
口
さ
ん
は
初
め
て
な
ん
だ
ね
。

塚
田
さ
ん
は
今
ま
で
ど
ん
な
活

動
さ
れ
て
た
ん
だ
ぇ
。

塚
田　

長
野
県
が
実
施
す
る
研

修
を
受
け
て
、
市
町
村
が
実
施

す
る
防
災
訓
練
の
お
手
伝
い
や
、

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
の
支

援
、
防
災
力
の
向
上
の
支
援
等

行
っ
て
き
ま
し
た
。

町
長　

そ
も
そ
も
自
主
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
っ
て
具
体
的
に
ど
ん
な

活
動
す
る
ん
だ
ぇ
。

塚
田　

主
に「
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
の
支
援
」、「
自
主
防
災

活
動
の
活
性
化
の
支
援
」、「
地
域

の
防
災
訓
練
へ
の
支
援
、
助
言
」、

「
地
域
住
民
の
防
災
組
織
の
普
及

啓
発
」、「
地
域
防
災
力
の
向
上
に

関
す
る
支
援
」
が
我
々
の
役
割
で

す
。

町
長　

や
る
こ
と
が
多
く
て
大
変

そ
う
だ
な
ぇ
。

塚
田　

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は「
自
助
」、「
共

助
」、「
公
助
」
が
う
ま
く
連
携
し

て
機
能
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の「
共
助
」
は
普
段
か
ら

地
域
で
活
動
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
こ
と
は
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
地
域
の

防
災
意
識
が
高
ま
る
と
嬉
し
い
で

す
ね
。

町
長　

塚
田
さ
ん
は
１
期
が
３
年

だ
か
ら
６
年
も
や
ら
れ
た
ん
だ
ね
。

塚
田　

２
期
目
が
終
わ
り
ま
し
た

が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
山
口
さ

ん
と
一
緒
に
消
防
署
か
ら
推
薦
を

い
た
だ
い
た
の
で
も
う
１
期
活
動

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

町
長　

自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

～自分たちの地域は自分たちで守る～

県
下
初 

国
土
交
通
省
へ
リ

モ
ー
ト
陳
情
を
行
い
ま
し
た

自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

委
嘱
を
し
ま
し
た

７
月
１
日
は
「
国
民
安
全
の

日
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

６
月
30
日
に
長
野
県
自
主
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
委
嘱
状
伝
達

式
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、
町

か
ら
塚つ

か

田だ

一か

ず

お男
さ
ん
（
本
郷
）
と

山や
ま
ぐ
ち口

安や
す
ひ
ろ廣

さ
ん
（
安
代
）
の
2
人

を
推
薦
し
、
長
野
県
知
事
の
委

嘱
状
と
委
嘱
証
を
交
付
し
ま
し

た
。任

期
は
３
年
で
あ
り
、
今
後
、

町
の
み
な
ら
ず
長
野
県
と
も
連

携
し
地
域
防
災
力
向
上
に
向
け

て
ご
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

（
写
真
左
か
ら
、
山
口
安
廣
さ
ん
、

塚
田
一
男
さ
ん
、
竹
節
町
長)

６
月
９
日
、
飯
山
市
の
足あ

だ

ち立

正ま
さ
の
り則

市
長
と
竹
節
町
長
が
国
土

交
通
省
（
治
水
砂
防
関
係
）へ
県

下
初
と
な
る
リ
モ
ー
ト
で
の
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。

飯
山
市
長
は
台
風
19
号
被
害

に
伴
う
復
旧
予
算
、
竹
節
町
長

は
横
湯
川
上
流
落
合
地
す
べ
り

の
対
策
予
算
を
要
望
し
ま
し
た
。

竹
節
町
長
は
、
町
民
や
観
光
客

の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
砂
防
予
算
の
確
保
、
知

識
・
経
験
の
あ
る
人
的
配
置
の

重
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
落
合
地
す
べ
り
緊
急
対
策

費
の
採
択
と
落
合
地
籍
の
ヘ
リ

調
査
に
対
す
る
御
礼
に
併
せ
て

町
の
観
光
・
農
業
の
Ｐ
Ｒ
も
行

い
ま
し
た
。

（
写
真
右
か
ら　

足
立
飯
山
市
長
、

竹
節
町
長
）
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８月は道路ふれあい月間です

　　夏は樹木が成長する季節です。道路や歩
道にはみ出た樹木の枝は、見通しを悪くし、
人や車の安全な通行の妨げとなります。
　樹木や果樹の所有者の方は、道路にはみ
出さないよう、剪定や伐採など適切な管理
をお願いします。
　土地の所有者には、民法の規定により所
有地内に存在する樹木などを適切に管理す
る義務があり、これに起因して車両や歩行
者に事故が発生した場合は、所有者の管理
責任が問われ、場合によっては賠償請求さ
れることもあります。

刈り込み後刈り込み前

▶

樹木のはみ出しにご注意ください
８月は道路ふれあい月間です。道路を
より身近に考え、広く・美しく・安全
な利用にご協力ください。

「
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会
」
と
の

「
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
事
業
に
つ
い
て

山
ノ
内
町
を
離
れ
て
か
ら
も

故
郷
を
想
い
続
け
る
人
た
ち
が
全

国
に
数
多
く
い
る
中
、
首
都
圏
在

住
の
山
ノ
内
町
出
身
者
で
結
成
さ

れ
た
「
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会
」
は

今
年
で
創
立
24
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。町

で
は
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会

と
交
流
事
業
を
行
い
、
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会
定
期
総
会

毎
年
６
月
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
る
定
期
総
会
に
、
町
長
、
議

会
議
長
、
友
好
交
流
協
会
長
等
が

出
席
し
て
い
ま
す
。（
令
和
２
年

度
は
中
止
）
そ
の
際
、
町
の
合
唱

団
に
よ
る
演
奏
会
や
町
の
特
産
品

販
売
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
訪
問

　

毎
年
９
月
（
令
和
２
年
度
は
９

月
27
日
～
28
日
）
に
30
～
40
名
の

山
ノ
内
会
員
が
町
を
訪
れ
、
観
光

を
行
う
と
と
も
に
、
町
長
や
議
会

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と

の
交
流
と
し
て
交
歓
会
や
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
行
い
、
親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。

■
友
好
都
市
等
物
産
展
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

数
名
の
会
員
に
、
町
の
友
好
都

市
で
開
催
さ
れ
る
物
産
展
に
参
加

い
た
だ
き
、
販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
等
の
お
手
伝
い
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

■
写
真
展
示

11
月
に
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
総
合
文
化
祭
に
、
山

ノ
内
会
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
方
々
が

撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
、
今
年
度
は
思

い
通
り
の
交
流
が
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
の
発
展

の
た
め
に
も
、
今
後
も
ふ
る
さ
と

山
ノ
内
会
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
、
交
流
を
深
め
る
機
会
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

▶
山
ノ
内
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
ふ

　

る
さ
と
山
ノ
内
会
の
方

▲定期総会の様子
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「自らの命は自らが守る」「自らの命は自らが守る」
～災害はいつ起きるかわかりません～～災害はいつ起きるかわかりません～ 防　災

コラム

■
防
災
計
画
の
改
訂
に
あ
た
っ
て　
　

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
（
台
風
19
号
）
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
大
型
台
風
の
頻
発
化
、
草

津
白
根
火
山
の
噴
火
な
ど
が
新
た

な
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

気
象
庁
で
は
、
昨
年
度
か
ら
５
段

階
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用
が
始
ま

り
、
長
野
県
で
は
、
１
０
０
０
年

に
１
度
の
確
率
に
よ
る
洪
水
被
害

を
想
定
し
、
夜
間
瀬
川
（
横
湯
川

を
含
む
）、
角
間
川
に
つ
い
て
も

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
で
は
、
平
成
30
年

度
に
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
併
せ
、
戸
別
受
信
機
、
防
災

情
報
メ
ー
ル（
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
メ
ー
ル
）

を
導
入
し
ま
し
た
が
、
町
内
へ
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
の
増
加
や
、

未
知
の
感
染
症
な
ど
、
災
害
に
対

す
る
様
々
な
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
６
年
ぶ
り
に
防
災
計
画
を
改
訂

平
成
26
年
３
月
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
、
山
ノ
内
町
地

域
防
災
計
画（
以
下「
防
災
計
画
」）

を
改
訂
し
、
本
年
で
６
年
が
経
過

し
ま
す
が
、
突
然
起
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
に
対
し
、
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
や
、
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
の
対
策
を
総
合

的
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
６
年
ぶ
り
に
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
町
防
災
会
議
に
お

い
て
、
６
月
26
日
に
決
定
し
ま
し

た
。ま

た
、
防
災
計
画
の
改
訂
に
併

せ
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
含
む

新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、

感
染
症
対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
行
い

ま
し
た
。

■
計
画
改
訂
の
目
的
と
基
本
方
針

防
災
計
画
と
は
、
災
害
対
策
基

本
法
第
42
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

山
ノ
内
町
防
災
会
議
（
会
長
：
山

ノ
内
町
長
）
が
、
町
の
防
災
に
関

す
る
業
務
や
対
策
な
ど
を
定
め
た

総
合
的
か
つ
基
本
的
な
計
画
で

す
。
計
画
で
は
、
町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
な
ど
か
ら

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
を
主

体
に
、
県
、
消
防
、
警
察
、
近
隣

市
町
村
な
ど
の
関
係
機
関
お
よ
び

町
民
と
の
連
携
に
よ
り
、
町
の
防

災
力
の
向
上
及
び
減
災
を
図
る
対

策
な
ど
を
改
訂
の
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
国
の
防
災
基
本
計
画
、
長

野
県
地
域
防
災
計
画
の
ほ
か
、
関

係
法
令
・
基
準
等
と
の
整
合
を
図

る
と
と
も
に
、
災
害
の
教
訓
を
反

映
し
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。

■
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
と

と
も
に
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
地
域
住
民
、
役
場
、
民
間
事

業
者
、
関
係
機
関
が
互
い
に
連
携

し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://tow

n
.yam

an
ouch

i.
nagano.jp/bosai/bosaikeikaku.
htm
l
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▲防災会議を経て改訂しました

　　    

山
ノ
内
町
地
域
防
災
計
画
を
　
　

山
ノ
内
町
地
域
防
災
計
画
を
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
改
訂
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
改
訂
し
ま
し
た

＃２
　

過
日
、
熊
本
県
に
お
け
る
記
録
的
大
雨
に
伴
う
河
川
の
氾

　

過
日
、
熊
本
県
に
お
け
る
記
録
的
大
雨
に
伴
う
河
川
の
氾

濫
を
は
じ
め
、
九
州
地
方
で
は
水
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る

濫
を
は
じ
め
、
九
州
地
方
で
は
水
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
犠
牲

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
犠
牲

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
も
南
信
地
域
を
中

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
も
南
信
地
域
を
中

心
に
大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
、
避
難

心
に
大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
、
避
難

勧
告
等
に
よ
り
一
部
の
地
域
で
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
な

勧
告
等
に
よ
り
一
部
の
地
域
で
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
な

ど
、
本
年
も
出
水
期
、
台
風
期
を
迎
え
、
地
域
や
家
庭
、
職

ど
、
本
年
も
出
水
期
、
台
風
期
を
迎
え
、
地
域
や
家
庭
、
職

場
や
学
校
な
ど
で
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
す
。

場
や
学
校
な
ど
で
災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
す
。
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新型コロナウイルス感染症が流行している時期に行う心肺蘇生法は、普段と違い注意する点があります。
いざという時に、応急手当をする方が感染しないよう以下の点に注意してください。

心肺蘇生法の基本的な考え方
　◎�胸骨圧迫を行う際、心肺蘇生法は傷病者の口からウイルスを含んだ微粒子を発生させる可能性がありま

す。新型コロナウイルス感染症が流行している状況においては、すべての人に感染の疑いがあるものと
して対応してください。

　◎大人の心停止に対しては、胸骨圧迫と AEDによる電気ショックを行い、人工呼吸は行わないでください。
　◎�����子どもの心停止に対しては、胸骨圧迫と AEDによる電気ショックを行い、講習を受講し人工呼吸の技
　　術を身につけていて人工呼吸を行う意思がある場合には人工呼吸も実施してください。ただし、ためら
　　う場合は人工呼吸を実施せずに胸骨圧迫を続けてください。
　　※子どもの心停止は窒息や溺水などの原因が多く、人工呼吸の必要性が高いため。

→

→

→

→

反応を確認する

反応なし

大声で助けを呼ぶ
119番通報とAEDの手配

(電話を通じて手順を指示
します)

呼吸をみる

呼吸なし

ただちに胸骨圧迫を開始する
強く (大人は約5㎝、子どもは胸の厚さ1/3)

速く (100～120回/分)

絶え間なく (中断を最小に)

救急隊へ引き継ぐ

胸骨圧迫を行う前にハンカチや
タオルなどで口と鼻を覆います

速やかに手や顔を洗う

心肺蘇生法の流れ

　

火
事
、
事
故
、
急
病
人
等
へ
の

早
期
な
対
応
は
、
迅
速
な
１
１
９

番
通
報
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
固
定

電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番

に
か
け
る
と
、
そ
の
管
轄
し
て
い

る
消
防
本
部
の
指
令
室
へ
つ
な
が

り
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
通

信
指
令
員
が
出
動
に
必
要
な
情
報

を
聞
い
て
、
迅
速
に
出
動
指
令
を

だ
し
ま
す
。

　

通
報
時
、
気
が
動
転
し
て
場
所

が
う
ま
く
言
え
な
か
っ
た
り
、
必

要
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ず
に
電
話

を
切
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
通
信
指

令
員
か
ら
の
問
い
か
け
に
答
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
迅
速
な

通
報
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

山
ノ
内
消
防
署 

警
防
係
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消
防
署
か
ら
の
お
願
い

＋新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた

顔を離して
反応を確認する

(呼吸の確認は、胸と腹部の動きに集中する)

(胸骨圧迫を実施する)
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

コロナ禍の今、学校は
未み

ぞ

う

曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
る
中
、
三
つ
の
密
を
避

け
る
こ
と
を
徹
底
し
な
が
ら
学
校

生
活
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
南
小
学
校
の
学
校
生

活
と
中
学
校
の
部
活
動
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

学校再開までの経過と今後の予定
学校休業　４月 14 日 ( 火 ) ～５月 24 日 ( 日 )
臨時登校　５月 18 日 ( 月 ) ～ 21 日 ( 木 ) の間に
　　　　　各学校の日程で実施
学校再開　５月 25 日 ( 月 ) 各学校の日程で再開
給食再開　５月 25 日 ( 月 ) 短時間で配膳できるパン 
                      食や品数を減らした献立での再開
                     ６月８日 ( 月 ) から通常給食

夏休み ( 小学校 )　８月１日 ( 土 ) ～ 18 日 ( 火 ) 
　　　　　　　　  18 日間
　　　 ( 中学校 )　８月６日 ( 木 ) ～ 20 日 ( 木 )
　　　　　　　　  15 日間
運動会 ( 東 小 ) 　 ９月 19 日 ( 土 )
　 　   ( 西 小 ) 　 10 月３日 ( 土 )
　 　   ( 南 小 ) 　 10 月３日 ( 土 )

南
小
学
校
の
様
子

休
み
時
間
の
子
ど
も
達
は
体
育

館
、
廊
下
、
中
庭
、
南
庭
、
校
庭
、

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
な
ど
に
分
散
し

て
思
い
思
い
の
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
。

授
業
で
は
梅
雨
の
晴
れ
間
を

ぬ
っ
て
、
１
年
生
が
水
泳
の
学
習

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

水
に
慣
れ
る
段
階
で
す
が
、
元
気

の
い
い
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。６

月
8
日
か
ら
は
通
常
給
食
に

な
り
、
休
業
前
の
学
校
生
活
に
戻

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
に
も
児
童
・
先
生
と
も

に
注
意
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

いつもの給食に戻って
うれしい！！

冷たくて
気持ちいい！！

中
学
校
部
活
動
の
様
子

中
学
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、

新
１
年
生
が
大
勢
入
部
し
、
活
気

あ
ふ
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
先
輩
達
か
ら
は
、
団
体
戦
を

組
め
る
の
が
嬉
し
い
と
言
っ
た
声

や
、
や
っ
と
通
常
の
練
習
が
で
き

て
ス
ト
レ
ス
発
散
が
で
き
る
等
の

声
が
聞
こ
え
、
練
習
に
熱
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。

各
部
活
動
は
６
月
４
日
か
ら
順

次
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
３
年
生
の
最
後
の
大
会
が
中

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
部
活
動
も

あ
り
、
心
残
り
が
あ
る
生
徒
も
い

ま
す
が
、
日
々
練
習
や
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
研
究
所
で
の
談
話
で
は
、

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
薬
・
治
療

方
法
等
が
開
発
さ
れ
た
と
し
て

も
、
こ
の
世
か
ら
完
全
に
撲
滅
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
先
人

類
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
は
避
け

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
第
２
波
、
第
３
波
の
襲

来
が
予
想
さ
れ
る
中
、
こ
の
感
染

症
が
一
刻
も
早
く
終
息
に
向
か
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

【
文
・
写
真　

山や
ま
も
と本 

均ひ
と
し

】

ソフトテニス部練習の様子ソフトテニス部練習の様子
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夏
の
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

８
月
１
日
（
土
）
か
ら
８
月
20

日
（
木
）
ま
で
夏
の
地
域
安
全
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
に
は
、
各
地

区
防
犯
指
導
員
が
中
心
と
な
っ
て

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
犯
罪
か
ら
身

を
守
る
た
め
、
も
う
一
度
ご
家
庭

の
防
犯
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

【
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

□�

戸
締
り
は
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ

う
。「
す
ぐ
戻
る
か
ら
」
と
い

っ
た
油
断
が
被
害
に
遭
う
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３

割
近
く
の
方
が
在
宅
中
に
も
関

わ
ら
ず
被
害
に
遭
っ
て
い
ま

す
。

□�

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
鍵
を
か

け
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
の
時

間
も
車
上
荒
ら
し
は
狙
っ
て
い

ま
す
。

□�

車
内
に
貴
重
品
や
金
銭
等
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ
た
り
、
ピ

ッ
キ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
キ
ー
等

に
よ
り
盗
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

□�

高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
が

年
々
多
様
化
し
、
被
害
に
遭
う

高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
不

審
な
電
話
や
メ
ー
ル
は
す
ぐ
に

信
用
せ
ず
、
家
族
や
警
察
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

□�

誘
拐
等
の
犯
罪
被
害
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
声

か
け
を
し
た
り
、
犬
の
散
歩
・

玄
関
先
の
掃
除
等
を
通
学
時
間

帯
に
シ
フ
ト
す
る
な
ど
し
、
子

ど
も
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
社
会
の
連
帯
意
識
が
希
薄

に
な
っ
て
い
く
と
、
周
囲
に
対
し

て
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
近
所
に

住
む
人
の
顔
や
名
前
も
知
ら
な
か

っ
た
り
、
不
審
者
が
近
所
を
う
ろ

つ
い
て
い
て
も
気
づ
か
な
い
、
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
な
ど
、
地
域

社
会
の
犯
罪
を
防
止
す
る
力
が
低

下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安

心
安
全
な
町
に
し
て
い
く
た
め

に
、
防
犯
意
識
を
高
め
、
地
域
ぐ

る
み
で
防
犯
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
健
康
福
祉
課
住
民
環
境
係

　

☎
33-

３
１
１
６

  

司法書士青木事務所 

相続・不動産取引・会社・簡裁民事訴訟 
・財産管理・後見 

広告

ふるさと寄附金「“オラ” のふるさと応援貨」

問総務課友好交流係　☎33-3111問総務課友好交流係　☎33-3111 了承を得た方のみ掲載しています。
　大切に使わせていただきます。ありがとうございました。　大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

６月に寄附をいただいた方 ( 敬称略 )  705 件総額 15,104,000 円 ６月に寄附をいただいた方 ( 敬称略 )  705 件総額 15,104,000 円 
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後期高齢者医療制度被保険者の皆さまへ

問健康福祉課医療保険係  ☎ 33-3116

(橙色)(橙色)

➡➡

納期内納入のお願い納期内納入のお願い

令和２年令和２年
７月７月 ８月８月 ９月９月 10月10月 11月11月 12月12月 令和３年令和３年

１月１月 ２月２月 ３月３月

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

令和２年８月１日から

新しい保険証で受診してください

　新しい保険証は薄黄色薄黄色の封筒で郵送しました。
　保険証がお手元に届きましたら、氏名・住所な
どの記載内容をご確認いただき、保険証をなくさ
ないように大切に取り扱ってください。

　７月中旬に今年度分の後期高齢者医療保険料の納入通知書（普通徴収分）を発送しまし
た。
　納入月は表のとおり全９期あります。納期内の納入にご協力をお願いします。

新新  8月1日から 令和２年
７月31日まで
(桃色)(桃色)
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岳南広域消防組合職員採用試験

試験区分 採用予定
人数 受験資格 日　程

高卒程度
・

消　防
若干名

○生年月日等
　平成５年４月２日から平成 15年４月１日までに生まれた者

○資格・住所要件等
　令和２年６月１日現在、中野市または山ノ内町 (以下「市町」）に住民
　登録し居住している者、または進学就職等により市町を離れているが、
　以前に市町に居住していた者（市町に住民登録のあった者）で、採用
　後に市町に居住することが確実な者

　この他の詳細は、受験案内またはホームページをご覧ください。

○第１次試験
　日時・場所
 10月 18日（日）
 岳南広域消防  
 本部講堂

○受験申込
　受付期間
 ７月 20日（月）

～
 ８月 17日（月）

職職 員員 採採 用用 試試 験験
　令和３年４月に採用する岳南広域消防組合職員を募集します。
　受験をご希望の方は、岳南広域消防本部、山ノ内消防署および山ノ内町役場の窓口にある受験案内で受験
資格などを確認のうえ、所定の試験申込書によりお申し込みください。
　なお、受験案内・試験申込書は岳南広域消防本部公式ホームページ http://gakunan.net/ からも、ダウンロー
ドできますのでご利用ください。

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、試験日等を変更・延期する場合があります。変更等の内容は、
　受験申込者と岳南広域消防本部ホームページにてお知らせします。
　
問 岳南広域消防組合消防本部庶務係　☎ 23-0119

健康メモ健康メモ
８月４日は「栄養の日」です８月４日は「栄養の日」です

問健康福祉課健康づくり支援係　☎ 33-3116

　日本栄養士会が、「栄養を楽しむ」生活を応援していくことを目的に、8 月 4 日を 8（エイト）と 4（よん）で、
「栄養」の日に制定し、栄養に関する情報を発信しています。

　「栄養」とは、食べる、必要な栄養素を体内に取り込みカラダをつくる、その代謝を通じて生命を維持する
一連の営みのことをいいます。「日本に栄養問題はない」と言われています。確かに、食料不足による栄養欠
乏症は少ない現状にありますが、食生活の欧米化と日常活動（運動）の軽減による 肥満・生活習慣病が増大
する一方で、高齢者、傷病者、さらに若年女性に新たな低栄養問題が発生しているという栄養不良の二重負荷
状態になりつつあります。これを機会にもう一度自分の食生活を見直しませんか？

今年は、新型コロナウイルス感染症という社会課題に対し、「栄養のチカラで、感染症に負けない！」とい
うテーマで、オンラインを通して様々なイベントが配信されます。詳細は、日本栄養士会ホームページをご覧
ください。

▲
ホームページ
はこちらから
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第６次山ノ内町総合計画を策定しています
　第５次山ノ内町総合計画の期間満了を受け、令和３年度から 10 年間を計画期間とする第６次山ノ内町総合計画を策
定しています。
総合計画は町民のみなさんと共につくる計画です。懇談会やパブリックコメントなど、町民参加の機会を積極的に取

り入れながら策定を進めていきます。

総合計画とは？
　総合計画は、山ノ内町のまちづくりの最上位に位置
づけられる、重要な計画です。
　この計画は、将来の山ノ内町をどのようにしていく
かを描き、その実現に向けた目標を掲げ、各分野で推
進する施策や予算の方針などを体系的にまとめるもの
です。

総合計画の内容は？
　総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の三層　　　
　で構成されています。
　●基本構想
　まちづくり全般の基礎となるもので、町の将来像を　
　定め、その実現に向けた基本目標や施策の大綱を定
　めたものです。
　●基本計画
　基本構想を実現するための具体的な施策を示します。　　　
　●実施計画
　基本計画で定めた施策を計画的かつ効率的に実施す
　るための計画で、予算編成の指針となります。　　　

総合計画の期間は？
　第６次山ノ内町総合計画は、令和３年度から令和 12
年度のまで 10 年間の計画です。

　計画策定にあたり、町の現状や社会情勢を整理するとともに、第５次山ノ内町総合計画の検証や町民アンケート結果を
基に、まちづくりの課題を抽出しました。

◇町の現状

【人　口】
令和２年４月１日現在、町の人口は 12,148 人、高齢化
率（65 歳以上の人口割合）40.6％、年少人口率（15 歳
未満の人口割合）は 8.4％と、人口減少と少子高齢化が
進行しています。

総人口数 (人 )

H22 R2

高齢化率 (％)

年少人口率(％)

1 4 , 3 6 6 1 2 , 1 4 8

3 2 . 2 4 0 . 6

1 0 . 8 8 . 4

【観光業】
町の基幹産業である観光業の指数については、観光客
数・観光消費額ともに概ね横ばいに推移しており、外
国人宿泊者数は平成 17 年（2005 年）以降急増してい
ます。

【農　業】
観光と並ぶ町の基幹産業である農業の指数については、
農家数・経営耕地面積ともに減少しています。

観光入込客数 (万人)

H22 H30

観 光 消 費 額 (億円)

4 4 6 4 4 0

2 4 6 2 3 9

外国人宿泊者数 ( 人） 2 7 , 2 3 0 8 8 , 9 9 6

農 家 数 (戸)

H17 H27

経営耕地面積 (ha)

1 , 0 8 7 9 2 5

6 9 5 6 1 0

◇まちづくりの課題
★人口減少対策と少子高齢化社会への対応
★地域ブランドの磨き上げと基幹産業の強靭化
★郷土愛の醸成と未来に羽ばたく人材の育成
★自然と人が調和する安全・安心なまちづくり
★健全な行政運営と効率的な行政サービスの提供

　

◇町を取り巻く時代の潮流（社会情勢）
☆人口減少・少子高齢化の進行
☆経済活動のグローバル化
☆経済発展と社会的課題の解決を両立する
　Society5.0 社会の実現
☆環境の保全と利活用による持続可能な社
　会の構築
☆ SDGs（持続可能な開発目標）

第６次総合計画「序論」
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第６次総合計画「基本構想案」
急速かつ急激に変化する時代の荒波の中で、地方自治体を取り巻く環境は依然として大きな変革期の真っ只中にあります。
これらの変化に対応し、人口減少などの喫緊の課題に真正面から取り組むため、新たな基本構想を策定しています。

未来に羽ばたく、
豊かな文化と
学びの

ま    ち

郷土

ひとがつなぐ、
魅力あふれる

産業と交流の
ま    ち

郷土

未
来
に
羽
ば
た
く  

夢
と
希
望
の
あ
る  

健
康
な

ま    

ち
郷
土

１　ひとがつなぐ観光の
ま    ち

郷土づくり
２　ひとがつながる産業の

ま    ち

郷土づくり
３　ひとがつなげる交流の

ま    ち

郷土づくり

１　希望の出会いと安心して子育てできる
ま    ち

郷土づくり
２　いきいきと元気に安心して暮らせる健康長寿の

ま    ち

郷土づくり
３　地域の絆で支えあう福祉の

ま    ち

郷土づくり

１　健やかで未来につながる人を育む
２　豊かな心を育み、共に学び、楽しむ
３　未来につながる文化に親しむ

１　うるおいと安らぎのある誰もが住みたくなる
ま    ち

郷土をつくる
２　自然と人が調和する持続可能な

ま    ち

郷土をつくる
３　人とのつながりで希望ある安心な

ま    ち

郷土をつくる
４　守りあい・支えあいによる安全な

ま    ち

郷土をつくる

１　みんなが活躍する協働の
ま    ち

郷土づくり
２　健全な財政運用と確実な行政経営の

ま    ち

郷土づくり
３　人と人とが尊重し合う絆の

ま    ち

郷土づくり

将来像 基本目標

みんなが活躍する、
絆の力で

地域が生きる
ま    ち

郷土

自然と生きる、
暮らしの希望叶える
安全な

ま    ち

郷土

いきいきと暮らす、
元気が満ちる
健康な

ま    ち

郷土

基　本　施　策

将 来 目 標 人 口 案
　10年後（令和 12 年）の町の人口は、9,776 人になると推測されています。
移住・定住施策や結婚・出産・子育て施策を各課横断的に展開し、10,000 人台に人口を保つことを目標とします。

〈将来人口の見通しと目標〉 ●人口減少対策・少子高齢化社会
　への対応

   ◎結婚・妊娠・出産・子育て対策
　◎移住・定住対策
　◎稼ぐ地域づくり・雇用の確保
　◎活力ある魅力的な地域づくり

　※各地区において懇談会を開催していますので、ご参加ください。
　総合計画策定状況の詳細については、ホームページをご覧ください。問総務課企画係　☎ 33-3111



このコーナーでは、町内保育園、小学校、中学校の最上級クラスを紹介します。
７月号は、西小学校6年の紹介です。

西小学校 ６年 男子15名、女子 15名　計 30名

笑顔で笑顔でわっはっは
人に優しく、

自分に厳しく！

　小学校生活最後の１年間。新型コロナウイルス感
染拡大の影響もあり、２ヶ月近くの休業がありまし
た。「ピンチをチャンスに」を合言葉に、その間も
いろいろな学習方法に取り組んだり、「Ｚ００Ｍ」
アプリを使って会議をしてみたりしました。一瞬一
瞬を大切にしようという気持ちがさらに高まりまし
た。
　学級目標には、「最高学年」「みんなのお手本」と
いう言葉を使っています。「人に優しく、自分に厳
しい」生活を送ろうとがんばっています。どんな一
年になるかわからないことも多いですが、何事にも
全力で向かい、やりきって、卒業の時を迎えたいと
思っています。

12令和２年７月 広報

８ 月の予定ゆめっこ通信　Vo l .116ゆめっこ通信　Vo l .116ゆめっこ通信　Vo l .116ゆめっこ通信　Vo l .116

問子育て支援センターゆめっこ　☎33-4778☎33-4778

日　時 内　容

4日(火)
10：30
~11:30

おもちゃの修理屋さん
お子さんが大切にしているおもちゃを見てもらっては
どうですか。修理代がかかる場合もありますが、気軽
にご相談ください。
場所：クラフトルーム

20日(木)

ぴよっこクラブ・保健・栄養相談
保健師・栄養士による身体測定・育児相談をします。
感染防止のため、２グループに分けて行います。
　①　 9：00 ～ 10：00　 ぴよっこの部屋
　②　10：15 ～ 11：15　 おはなしの部屋
★前日までに予約が必要です。
持ち物：タオル 2 枚（身長、体重測定の際に使用します。
感染防止のため忘れずにお持ちください。）、母子手帳、
子どもノート、飲み物

26日(水)

プールじまい
最後のプールあそびを楽しんだあと、あそびのひろば
で終わりのセレモニーを行います。
プールあそび：9：30 ～ 11：00
＊プールじまいのセレモニー：プールあそび後 11：15
　から行います。
★事前の予約が必要です。★事前の予約が必要です。

28日(金)
10：30
~11:00

リフレッシュ講座　AIさんの親子ダンスリフレッシュ講座　AIさんの親子ダンス
AIさんと一緒に親子で楽しく体を動かしましょうAIさんと一緒に親子で楽しく体を動かしましょう
場所：あそびの広場場所：あそびの広場
持ち物：飲み物、タオル持ち物：飲み物、タオル
★事前の予約が必要です。(定員あり）★事前の予約が必要です。(定員あり）

　令和元年度の「ゆめっこ」のアルバムが出来上
がりましたので、来所の際はぜひご覧ください。
一年間の素敵な思い出をアルバムにまとめまし
た。また、歴代のアルバムも「えほんのへや」に
置いてありますので、あわせてご覧ください。

◎手洗いを忘れずに！
　手洗いは、病気の予防にとても大切な役割をし
ます。おうちの人と一緒に会話をしながら洗うこ
とで、小さなお子さんも楽しく手洗いをすること
ができます。健康を維持するためにも手洗いを習
慣づけましょう。
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　みなさんこんにちは、地域おこし協力隊の谷
や づ

津誠
せ い や

也です。

　私が所属している総務課の移住定住推進室は、コロナウイルスの影響で、多くの活動の中止
を余儀なくされました。都市部からの人の移住を主目的としているだけに、都市部でセミナー
や相談会が開催できない事や、都市部から人を呼べない事態に陥ることは、活動の方法や方
針が根本から覆ることとなり、ここまではまったく想像していませんでした。
	
　しかし今回の一件は、都市部に住む人々の意識が大きく変わるきっかけになっています。仕
事ではこれまで「ウチの会社だけは絶対にテレワークは無理！！」と言っていた人もあっさ
りと自宅で仕事をしながら、これまでの通勤時間は何だったの！？となり、雇用者側も勤怠
管理や評価方法の確立などの課題はありながらもオフィススペースの必要性すら再考の余地
があるなど、様々なコストを削減できる魅力にも気づいています。報道のみならず都市部の
友人の話を聞くだけでも働き方そのものに大きな変化が生まれていると感じます。

　山ノ内町は、暮らしの充実や余暇を楽しむには、資源や環境に恵まれており、すでにコワ
ーキングスペースがあるなど、テレワークで収入を維持しながら地方に住むにも大変適した

町だと思います。移住希望者に直接会ってアピールする機会は今
後も限られてしまいますが、オンラインセミナー・相談会等のア
プローチやソーシャルネットワークを使って町の魅力を存分に伝
えていきたいと考えています。なにせ、私や私の家族が山ノ内町
に移住して本当に良かったなぁ、と心から思っている当事者なも
のですから ( 笑 )。

町の暮らしの魅力や移住定住推進室の活動を SNS で発信して
いますので、ご興味ある方は一度ご覧になってみてください。町
外の方にもご紹介いただけましたら幸いです。おたのもしゃんす。

Instagram「@kurasuyamanouchi」　Facebook「暮らすやまのうち」

　問総務課企画係移住定住推進室　☎33-3111☎33-3111

　みなさんこんにちは、移住定住推進室です。

　今回は、移住定住推進室が推奨している空き家バンク事業
についてご紹介します。
　空き家バンク事業とは使用されなくなった建物に関する情
報を町内外の方に提供して賃貸や売却につなげ、資産の有効
活用をサポートする制度です。
　登録は申請書を書いていただくだけ！掲載料もかかりませ
ん！ (成約後の契約等には一定の費用が発生します。）

【空き家活用のメリット】
〇人が住むことによって建物や土地が維持管理される
〇景観の悪化や防災・防犯の対策となる
〇賃貸収入や売買収入で流動資金を生み、固定資産税の負担

軽減につながる
　
　空き家を所有されている方は、空き家の活用や、空き家バ
ンクの登録についてご家族でお話されてはいかがでしょう
か？

◀▲町公式 HP上で、登録
いただいた空き家情報を公
開しています

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
谷
津
誠
也
の

　
暮
ら
す
や
ま
の
う
ち
通
信

やまのうちやまのうち
暮らす暮らす
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令和２年６月１日から６月30日までに、町
に掲載希望の届け出があったものです。

（敬称略）

氏　名 享　年 地　区

徳
とくたけ

竹　ミチ子
こ

88 表落合

徳
とくたけ

竹　智
ともひこ

彦 59 土橋

大
お お い

井　政
ま さ こ

子 82 穂波温泉

小
こばやし

林　尚
なおしげ

重 93 佐野

山
やまもと

本　金
き ん こ

子 90 沓野

山
やまもと

本　タカ子
こ

87 上条

竹
たけふし

節　幸
さ ち こ

子 84 上条

おくやみ

氏　名 地　区

岩
い わ た

田　英
ひ で き

紀　

渡
わたなべ

辺　まゆ子
こ

本郷

本郷

婚姻

入札結果（  ６月分 ）
工事関係

入札執行日
または

落札決定日
工　事　名 落札者 落札額 担当課

R2.6.19 令和2年度 区画線設
置工事

㈱長野自動
車センター 1,150,000円 建　設

水道課

R2.6.19
令和2年度 東部地区
防火水槽設置工事
(湯田中)

湯本建設㈱ 7,550,000円 消防課

R2.6.19
令和2年度 学校給食
センター空調設備設
置工事

平穏土建㈱ 7,700,000円 教　育
委員会

R2.6.19
令和2年度 国補 山ノ
内町立東小学校トイ
レ改修工事

㈲竹節建築 14,300,000円 教　育
委員会

R2.6.19
令和2年度 国補 山ノ
内町立南小学校トイ
レ改修工事

㈱下田土建 30,000,000円 教　育
委員会

R2.6.19

令和元年度 国立公園
整備事業 遊歩道改修
工事(繰越)池めぐりコ
ース

㈱池田商事 19,200,000円 観　光
商工課

R2.6.19

令和元年度 国立公園
整備事業 遊歩道改修
工事(繰越)自然探勝
コース

平穏建設㈱ 17,000,000円 観　光
商工課

R2.6.19

令和2年度 農山漁村
地域整備交付金事業 
民有林林道改良事業
(林道金倉竜王線)

湯本建設㈱ 8,790,000円 農林課

R2.6.25 令和2年度 道路改良
舗装工事 平穏土建㈱ 26,000,000円 建　設

水道課

委託・購入関係
入札執行日

または
落札決定日

委託・購入等 落札者 落札額 担当課

R2.6.19 令和2年度 情報系仮
想サーバー更新業務

菱洋エレク
トロ㈱ 松本
支店

18,570,000円 総務課

R2.6.19
令和2年度 軽積載車
小型動力ポンプ昇降
装置設置業務委託

㈱小林ポン
プ防災 2,976,000円 消防課

◆
郷
土
書

『
雲
上
浪
漫　

わ
が
心
の
中
央
ア
ル
プ
ス
』
津
野

祐
次
著
・
写
真　

信
濃
毎
日
新
聞
社

　

と
こ
と
ん
美
し
く
、
面
白
く
、
そ
し
て
驚
き
に

満
ち
た
自
然
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
―
。
中
央
ア

ル
プ
ス
国
定
公
園
指
定
記
念
。（
帯
よ
り
）

◆
一
般
書

『
戦
国
信
長
・
光
秀
・
秀
吉
の
戦
い
』
二
木
謙
一

監　

河
出
書
房
新
社　

　

群
雄
の
勝
ち
残
り
戦
は
い
か
に
し
て
行
な
わ
れ

た
の
か
。
合
戦
図
・
地
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
た
っ
ぷ

り
使
っ
て
解
説
。
歴
史
好
き
の
た
め
の
教
養
絵
本
。

『
新
酒
番
船　

長
編
時
代
小
説
』
佐
伯
泰
英
著　

光
文
社

　

若
君
が
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
勇
壮
な
船

の
男
と
し
て
疾
走
す
る
姿
、
そ
し
て
彼
の
爽
や
か

な
恋
愛
を
生
き
生
き
と
描
く
。
新
感
覚
の
新
作
冒

険
時
代
劇
。

◆
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童
書
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ぎ
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い
あ
な
た
へ　

Ｈ
Ｓ
Ｐ
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談
室　

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
』
串
崎
真
志
著　

岩

波
書
店

「
友
だ
ち
の
顔
色
が

す
っ
ご
く
気
に
な

る
」「
匂
い
や
音
が

気
に
な
る
」
等
々
。

こ
う
し
た
生
き
づ

ら
さ
に
具
体
的
に

ア
ド
バ
イ
ス
。「
繊

細
で
よ
か
っ
た
！
」

と
思
え
て
く
る
一
冊
。（
小
学
校
高
学
年
か
ら
）

※
詳
し
く
は
、
蟻
川
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の﹁
新

刊
案
内
」「
利
用
の
手
続
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
蟻
川
図
書
館

　

☎
33-

１
１
８
４

蟻
川
図
書
館

お
す
す
め
の
本ホームページは

こちらから

町の慶弔録町の慶弔録町の慶弔録町の慶弔録

お詫び
　7 月 10 日配布の山ノ内町防災マップの医療機関一覧表に誤りがありましたので訂正させていただきます。
・城下医院 大字平穏 2861-3（所在地の訂正） ・城下クリニック（名称の訂正）・メディカル志賀クリニック（削除）
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◎職業相談 ◎心配ごと相談 ◎いろいろな暴力に
ついての相談[求人申込・職業相談など]

○開設日8月4・11・18・25日
（毎週火曜日、祝日の場合は翌日）  
　９：00～12：00△

場所　町文化センター相談室
※マスクをご持参ください。
問観光商工課観光商工係
　☎33‐1107 

8月4日(火)　9:00 ～ 12:00
土地、財産、家族の事など、どの
ようなことでもお気軽にご相談くだ
さい。相談無料、秘密は固く守ら
れます。
場所　地域福祉ｾﾝﾀｰ健康相談室  

問地域福祉センター 
　☎33‐8411

夫やパートナーから身体的な
暴力、ことばや態度による暴力
等でお悩みの方はご相談くださ
い。
問総務課人権政策室
☎33‐3111  
または長野県女性相談センター
☎026‐235‐5710

■携帯サイト■　
携帯電話からもご覧いただけます。右のQRコードをご利用ください。
http://mobile.town.yamanouchi.nagano.jp/相　談

件　数　1件(11)
死　者　0人(0)
傷　者    1人(14)
※累計は変動します

火　災      0件   （6）
救　急        45件（481）
救　助      1件   （6）

23,786 円
前年比   -17.54％

12,063 人
男       　5,904 人
女     　  6,159 人
前月比       -27 人

5,004 世帯
前月比  -8 世帯

平均気温
20.8℃

（19.4℃）
最高気温平均

26.0℃
（24.8℃）

最低気温平均
16.8℃

（15.1℃）
降水量 143.5mm

（82.4mm）
平均日照時間
3 時間 48 分

( 3 時間 54 分）

人口 7.1 現在
( 住民基本台帳 )

気象　6月
( ) は過去 5 年間の

平均

国保加入者一人
当たり支払った

医療費   5月

交通事故 6月
( )は１月からの累計

119 番情報 6月
( )は１月からの累計

『広報伝言板』
『ホームページ』も

ご覧ください
町からのお知らせ、イベ
ント・講演会の開催、参加
者等募集などは、月２回

（10日頃と25日頃）発行の
『広報伝言板』をご覧くだ
さい。
http://www.town.
yamanouchi.nagano.jp/

夫やパートナーから身体的な
暴力、ことばや態度による暴力
等でお悩みの方はご相談くださ
い。
問総務課人権政策室
☎33‐3111  
または長野県女性相談センター
☎026‐235‐5710

保健衛生だより 問健康福祉課健康づくり支援係　☎ 33 ‐ 3116  

＊ なすとかぼちゃのサラダ ＊＊ なすとかぼちゃのサラダ ＊
～おかずにいかが～

暑い夏を乗り切るために
ビタミンを摂ろう！

＜作り方＞
①　なすは皮をむき、輪切りにし、かぼちゃは食べやすい大きさに切り、や

わらかくなるまで蒸す
②	 トマトを湯むきをし、横に包丁を入れ、中の種を取り除き、角切りにす

る
③	 ボウルに②のトマトを入れ、すりおろした玉ねぎ、A の調味料を混ぜ、

①にかける

１人分：エネルギー 96kcal、たんぱく質 1.9g、脂質 4.3g、食塩相当量 0.4g
　

食生活改善推進協議会

＜材料＞　（4 人分）
なす	 240g
かぼちゃ	 120g
トマト	 150g
たまねぎ	 　80g

8/7( 金 ) 4 か月児・7 か月児 13:00~13:15

8/19( 水 ) 2 歳児 13:00~13:15

●乳幼児健康診査
8/6(木)

ヒブ 13:00~13:20

保健センター
小児肺炎球菌 13:00~13:20

BCG 13:00~13:20

日本脳炎 13:15~13:30

8/25( 火 )

四種混合 13:00~13:20

保健センターＢ型肝炎 13:00~13:20

水痘 13:00~13:20

法律で予防接種を行うよう努める必要があると定められている
もの　※すべて予約が必要です。

●定期予防接種（※要予約）

中野保健センター内(信州中野駅前)
☎23-2255　9:00~12:00、13:30~17:00 

●中高医師会　休日診療所

8/2(日) 豊川医師 8/9(日) 今井医師

8/10(祝) 鈴木医師 8/16(日) 長谷川医師

8/23(日) 石原医師 8/30(日) 荒井医師

※当番医師は変更になる場合があります。

毎週　月　9:00~12:00 保健センター  全町民対象　
●健康相談

※日本脳炎は集団接種のみです。日本脳炎以外の予防接種は
町保健センターでの集団接種と医療機関での個別接種の選
択ができます。集団接種を希望される方は健康づくり支援係
へご予約ください。

　会場：保健センター

●乳 房マンモグラフィ検 診

8/26(水)   8:50~11:00
12:50~14:00 保健センター

＜調味料＞ (A)
酢	 大さじ 1と1/3
オリーブオイル　　大さじ 1と1/3
塩こしょう	 少々

※令和 2 年度は東部地区が対象です。
※事前予約制です。健康づくり支援係までお問合せ
　ください。

●もぐもぐ教室
8/25( 火 )　9:30~11:30  保健センター

8/5(水)

8:50~11:00
12:50~14:00

よませふれあいセンター

8/17(月) 保健センター

8/21(金) ほなみふれあいセンター

8/25( 火 ) 和合会館

●乳房超音波検診

※事前予約制です。健康づくり支援係までお問い合わせ
　ください。
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6月
30日

町とJAながの志賀高原との懇談会町制施行65周年記念植樹6月
29日

植樹した樹木の種類は、枝垂れ八重桜、いろは
紅葉、サルスベリの3種類。みなさんに1年を通し
て楽しんでいただけるよう季節が変わる度にき
れいな花を咲かせる3種類を植えました。

27回目を迎える今回の懇談会では、町の農業
施策や産業振興等について協議し、今後も町と
JAが連携して取り組んでいくことを確認しまし
た。

7月
1日

町防火管理協議会感謝状等授与式

7月1日からやまびこ広場親水エリアがオープンしま
した。噴水が稼働していますので、暑い日に涼みた
いときや水遊びをしたいときなど、お子さまを連れ
てぜひ遊びにお出かけください。

地域防火管理に貢献された会員に感謝状等を授与し
ました。（写真左から【感謝状】ロッヂベアーズ 青

あ お き

木
九

く み お

三男さん、竜王ヴィレッヂ 永
な が い け

池利
と し お

雄さん 【優秀防
火管理者賞】北志賀ライムライト 飯

い い づ か

塚建
け ん じ

二さん）

有害鳥獣駆除安全祈願祭 6月
21日

6月
20日

いきいきふれんど「ひこうき凧」

よませ活性化センター供養塔で有害鳥獣駆除安全よませ活性化センター供養塔で有害鳥獣駆除安全
祈願祭と鳥獣供養祭を実施しました。祈願祭と鳥獣供養祭を実施しました。
有害鳥獣被害を未然に防ぐため、パトロールを6月有害鳥獣被害を未然に防ぐため、パトロールを6月
22日から11月13日まで行います。22日から11月13日まで行います。

新型コロナウイルス感染症の影響で開催を見送っ
ていた「いきいきふれんど」。この日から再開し、
ひこうき凧の製作を行いました。天候にも恵まれ、
製作した凧を外で飛ばして楽しみました。

感染症予防のためにご寄附をいただきました

新型コロナウイルス感染症予防のため、マスクと消毒液の寄附をいただきました。ご寄附ありがとうございました。
(写真左 匿名の方からマスク2,000枚をいただきました。各公民館施設で利用させていただきます。)
(写真右 ㈲志賀プラントサービス様から消毒液75ℓをいただきました。小学校等で利用させていただきます。）

◀
㈲
志
賀
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

　
髙た
か
だ田 

守
ま
も
る

取
締
役

やまびこ広場親水エリアがオープン


